
令和４年度 学 校 評 価 一 覧 表 ②（様式２） 館林市立第二中学校
評価 A：十分達成できた B:概ね達成できた C：もう少しで達成できた D：達成できなかった

羅 針 盤 自 己 評 価 学校関係者評価
今後に向けての学校の考え

評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 ① ② 生徒・保護者 意 見 等
[保護者への情報提供] ○学校や生徒の様子が分かると感じて ・学校全体としての努力の結果だと思います。学校にできることはここまで、 〇今後も引き続き、学校だよりや学年通信、学校配信アプ

Ⅰ 保護者等との 学校は、連絡や生徒の様子等を いる保護者が８０％以上。 Ａ Ａ （保護者）84.5％ 生徒が行うべきことはこれこれと役割分担を決め、保護者に納得してもらうこ リ、webページ等の効果的な活用に取り組み、生徒の活躍や
連携 保護者にきめ細かく伝え、理解 とが大切だと思います。 学校の様子等をタイムリーに情報提供できるよう努めます。

を得ている。 ・学校の様子が学校、学年、学級通信の発行、webページ、Home＆School ○学校と家庭が効率よく情報共有や連絡を取り合えるように
の活用により、きめ細やかに保護者に伝わっている。アプリを活用しての情 学校配信アプリや出欠席連絡アプリを活用していきます。
報提供は有効であることが実証されている。
・Home＆Schoolの導入により、タイムリーな情報を保護者に知らせており、こ
れまで以上に学校や生徒のよすが伝えられている。欠席連絡も学校の業務
改善に非常に効果的である。
・地道な情報提供が重要かと思います。今後も継続的な情報共有が望まれ
ます。引き続き、メールやアプリを活用した情報伝達は重要です。
・様々なツールを活用して情報を配信していることが、保護者に伝わっている
と思います。

[連携のための環境づくり] ○学校は連絡や相談がしやすいと感じ ・学校にできることと、家庭で行うことを連携させることが大切だと思います。 ○教育相談の機会を工夫したり、定期的に連絡を取り合っ
学校は保護者が連絡や相談をし ている保護者が８０％以上。 Ａ Ａ （保護者）87.6％ ・保護者と良好な関係かと思います。 たりし、連絡では事務連絡だけでなく最近の生徒の様子を
やすいと感じる雰囲気づくりに努 ・学校側も保護者が連絡や相談をしやすいと感じるように努力されていること 情報交換し、引き続き保護者との信頼関係を深めます。
めている。 か゛わかる。

・相談しやすい学校は、信頼につながる。
・学校から歩み寄りハードルを下げることで相談しやすいと感じられるのでは
ないか。

[分かる・楽しい授業] ○授業が分かると感じている生徒が、8 Ａ Ａ 授業が分かる ・授業改善は永遠のテーマです。不易流行の不易の部分と時代と共に変わ ○教師一人一人が常に授業力の向上に努めます。生徒が
Ⅱ 確かな学力 学校は、生徒が分かり、満足感 ０％以上。 （生徒）89.4％ る流行の部分をいかに結合させ、生徒にわかりやすい授業を届けられるかが 「わかる」「楽しい」と達成感や満足感を感じることができる学

や達成感を味わえる授業づくりを ○授業が楽しいと感じている生徒が、８ Ａ Ａ 授業が楽しい 肝心だと思います。 習展開を工夫し、生徒の主体的・対話的で深い学びにつな
行っている。 ０％以上。 (生徒)83.7％ ・生徒が分かり、満足感や達成感を味わえる授業づくりに努めていることでし がる授業づくりをさらに推進していきます。

っかり結果が出ている。
・タブレットを活用することにより振り返りの復習がしやすく、生徒自身が意識
して内容を理解できている。
・分かる、楽しいと感じる生徒が増加しており、素晴らしいです。
・引き続き、教師の指導力のレベルアップに努め、生徒に寄り添った授業を
実施してほしい。
・授業が分かり理解が深まることは楽しくなることです。

[ICTを活用した学習指導］ ○タブレットを使用することによって、 ・タブレット使用になれてきたところですが、タブレットを使用した先に目的や ○今後も、ＩＣＴを活用した授業を実践することで、主体的・対
学校は、生徒が授業をよりよく 「授業がわかりやすくなった」と答えた Ａ Ａ （生徒） 目標があり、タブレットを使うこと自体が目的にならないように注意する必要が 話的で深い学びを実現できるように、職員のＩＣＴ活用能力と
理解することができるように、IC 生徒が８０％以上。 １年生87.0％ あると思います。 授業力の向上に励みます。 そして、ICT機器を活用すること
Tを効果的に活用した学習をし 2年生92.3％ ・DXに対応した先端の教育実践に取り組み、生徒の学習意欲と学力を高め で、従来行えなかった授業形態(提示の仕方、学び合い、ま
ている。 3年生91.4％ ている。 とめ方等）を展開し、わかる楽しさを実感させて、学ぶことは

・生徒がタブレットを活用することで授業が分かりやすくなったことはICTを効 楽しいと実感させていきます。
果的に活用し学習できている成果である 。
・コロナ禍にあってもタブレットを使うことで、不登校の生徒も授業が理解でき
るようになったことを保護者が喜んでいた。
・タブレットの活用が進み、効果が上がっており、指導に感謝致します。タブ
レットで勉強がわかりやすくなったとほとんどの生徒が答えているのはすばら
しいことである。
・時代に沿ったICTの活用は、現代社会に必要不可欠である。
・時代に即したツールを使うことで興味をもって授業に取り組めている。

[学習習慣] ○１日あたりの家庭学習（塾等を含め ・教員が丁寧に教えすぎると生徒は考えなく（勉強しなく）なります。「生徒自 ○個別最適な学びの提供、ICTを活用した家庭学習の視点
学校は、生徒に家庭学習の習慣 る）の時間が、１時間以上である生徒が B Ｂ (生徒）69.2％ 身の頭で考えさせる授業」を展開する必要があると思います。 や内容を盛り込むなど二中版学習の手引きを改訂し、それ
が身に付くよう適切に指導してい ８０％以上。 ・家庭学習と携帯スマホゲームと関係があり、携帯、スマホ、ゲームの時間が を活かした家庭での自主学習を奨励していきます。また、家
る。 長いと学習時間が短いのではないかと思う。 庭での学習の質的な転換のための工夫・改善をしていきま

・生活時間を考える学級活動を年度初めや長期休み前に実施するとよいの す。
では。（やっている） ○小中で連携し、家庭での学習の仕方について協議し、学
・スマホやゲームによって時間が割かれているのではないか。 習習慣の確立に取り組むとともに、家庭学習の時間を奪う携
・家庭学習というよりは塾に頼り切りになっていないか。 帯、スマホ、ゲームの使用について、学校としての指導につ
・ICTの活用でもっと高められないか。 いて共通理解を図り、学校と家庭で連携した指導に今後も
・小中で連携し、自主学習や宿題の出し方について協議し、連携して具体 取り組んでいきます。
的な学習の仕方を示すなどして、学習習慣を身に付けさせたい。
・小学校でもこの項目が低いところである。子ども自身に必要感をもたせるこ
とが大切である。自己指導力の育成も必要である。宿題についてのICTの活
用にも目を向けていきたい。
・中学生はやりたいことも増え、休息の時間も必要なことから全員が1時間以
上が目標でなくてもよい。
・宿題等で予習復習をを習慣化させる。

[あいさつ] ○自分から進んでしかっかりとしたあい ・「私はあなたの敵ではありません。だから、よろしくお願いします。」という意 ○引き続き、朝の登校時、授業等の開始・終了等すべての
Ⅲ 豊かな心 学校は、生徒が自分から進んで さつができる生徒が８０％以上。 Ａ Ａ （生徒）85.0％ 味である元気でさわやかな挨拶を継続してほしいと思います。 教育活動の場面を通じて、あいさつの意義を生徒に考えさ

あいさつできるよう適切に指導し ・二中生は自分から進んであいさつができ、気持ちよい。 せ、あいさつや返事を交わすよさや大切さを伝えていきま
ている。 ・思春期の生徒が自分からあいさつをするのは恥ずかしさもあるので、大人 す。特に部活動や校外活動においては、人間関係づくりや

からも声がけするよう努めます。 礼節の態度を実践する場として教師が率先垂範し指導して
・今後もあいさつ運動を継続してほしいと思います。 いきます。
・二中を訪問した際、廊下で生徒から気持ちのよいあいさつをしていただい
ています。
・二中の生徒は以前からよくあいさつをしてくれます。校内に限ってですが。
・あいさつが社会に出てから大切で、人間関係の基本であることを伝えてい



く。
[いじめのない温かな人間関係] ○学校生活が楽しいと感じている生徒 ・生徒に考えさせ、生徒に決めさせる指導が大切だと思います。 ○コロナ禍で確立した取組も生かし、今後も生徒会本部が
学校は、いじめのない学校づくり が、８０％以上。 Ａ Ａ （生徒）91.3％ ・学校生活が楽しいと感じる生徒が90%以上いるということに安心した。楽しい 中心となって生徒が主体となった活動を企画、実施するとと
を推進している。 学校であることがうかがえ、すばらしいです。 もに、合唱コンクールやＪＯなどの学校行事を工夫して行い、

・すばらしい結果です。 生徒が学校に来ることが楽しいと感じる明るく生徒の居場所
・明るい学校の確立（生徒が学校に行きたくなる雰囲気作りを） のある温かい雰囲気の学校づくりに努めていきます。
・JOや合唱コンクールなどのイベントを通じてクラスが団結し、良好な人間関
係が築けていると思います。

○学校のいじめへの対応や対策が十 Ｂ Ａ (生徒） 81.6％ ・友人同士のトラブルといじめは境界線が難しいが、問題に学校、生徒、保 ○学級担任を中心に、「QU]、「学校生活アンケート」や「ライ
分であると思う生徒・保護者が８０％以 Ａ Ａ (保護者)87.6％ 護者が向き合い取り組んでいくことで解決の糸口が見つかると思う。今後も フ」、次年度から導入される「スクールライフノート」で生徒の
上。 継続してもらいたい。 言葉や様子を見落とさずに、気になることがあれば、すぐに

・いじめの早期発見と早期対応を教職員、生徒、保護者で連絡を取り合い、 声かけをし、早期発見・早期対応を全職員で心がけ、報告・
細やかに情報共有が図れるようお願いしたい。 連絡・相談を行い、生徒、保護者に寄り添う指導をします。
・いじめや嫌な思いをしている生徒が「０」であってほしいので、目標値を80 ○引き続き、道徳や学活を通して、いじめに関する題材を取
％より高くもっていただきたい。 り上げる等、未然防止に努め、そのことを家庭に発信し、協
・いじめは絶対にあってはならないこと。教師の目配りと生徒同士のコミュニ 働していじめ防止に努めます。生徒の笑顔があふれるよう
ケーションを図る。 な、いじめ防止活動を計画的に実施し、いじめのない学校
・評価①より②が向上したのはよかった。デリケートな問題ですが、きめ細か づくりを目指していきます。
な対策が重要と感じます。いじめに関する指導は継続的に実施することが大
切。

○ｹｰﾀｲ､ｽﾏﾎ､ｹﾞｰﾑ機等を毎日、午後 Ｄ Ｅ （生徒）19.7％ ・ノーメディアデー、ノーメディアアワーを設定し、その日その時間は極力メデ ○CSの機能を活用し小中で連携して、携帯、スマホ、ゲーム
９時以降学習以外で使っていない生徒 ィアから離れるようにすることが必要だと思います。そして、そのためには保 についてノーメディアデーやメディアコントロールウィークを
が８０％以上。 護者をはじめとする大人についても同じ行動をとることが必要だと思います。 実施し、家庭とも連携して指導していくとともに、情報モラル

・現代社会で夜９時以降スマホを使わないという目標の見直しが必要ではな 教室などを通して生徒自身に考えさせる場を設けていきま
いか。子どもたちの実態からも９時以降という目標設定は難しいのではない す。また、保護者の方には、学校通信等を通して、家庭での
か。ノーメディアではなく、メディアコントロールの取組がよいと思います。 ルールづくりについて理解、協力をお願いしていきます。
・スマホは手放せないツールになっています。(中学生に限らず）
この項目は保護者も含めて考えていかないと達成は困難である。
・具体的な数値項目の設定は適切なのか。現在の社会情勢から見ても再検
討も必要なのではないか。
・メディアリテラシーに着目して指導されていることが何よりです。
・目標が高すぎるのではないか。ICTの普及との整合性はあるか。
・帰宅後、勉強や食事、入浴などあれば、９時以降しか、使う時間がないの
で、仕方がないのではないか。
・生徒自身に問題意識がない。それをもたせるために、家庭や地域を巻き込
むことが必要である。（ノーメディアデーの取組を続けましょう）
・家庭学習と絡めて生活時間を考える機会を実施するとよいのでは。授業参
観等で扱って、親子で考えるような機会があってもよいのでは。（親は知らな
いことが多いのでは）
・家にいるときのケータイスマホゲームについては難しい問題だと思うが、ご
指導お願いします。
・家庭でのルール作り

〔自己有用感〕 ○学校生活において自分の役割果た ・人間関係の基本は、周囲にいる人を大切にすることであり、人を大切にして 〇自己有用感の醸成は本校の生徒にとって重要課題の一
学校は、生徒が自己有用感を高 し、みんなから認められるような自己有 B B （生徒）75.8％ 初めて自分も大切にされるということを徹底して教え込む必要があると思いま つであると捉え、ＩＣＴを活用した「わかる授業」や合唱コンク
めることができるような支援を適 用感がもてている生徒が８０％以上。 す。 ールやＪＯなどの学校行事や生徒会活動を工夫した生徒主
宜行っている。 ・校内だけでなく コミュニティ・スクール活動の一環として、地域の人や小学 体的活動の場を実施し、生徒の活躍や激励、賞賛の場面を

生など多様な人とかかわるような総合や特活の授業を実践し、人の役に立つ つくり、全教職員が生徒の居場所や自己有用感が高められ
ことを実感できるとよいのではないかと思う。委員会など自治活動の充実を図 るよう支援していきます。
る。
・生きていくうえで、とても重要な課題です。夢や希望をもつことで人生が豊
かになります。
・コロナの影響で場を設けられなかった。
・学校、家庭、地域で取り組む必要がある。学校で自己有用感を高めるため
の自己指導力を高める指導が必要。
・二中生はおとなしい生徒が多いのかと思います。
・部活動や係や当番の仕事を通してやりがいを発見させる。

[生徒活動の充実] ○行事(JO,合唱コンクール等)や部 ・学校行事はできるだけコロナ禍以前の形に戻すことを前提に、様々な工夫 ○日常化した感染対策を継続しつつ、感染状況の変化を考
Ⅳ 活動の意欲 学校は、生徒が行事や部活動に 活動に積極的かつ向上心をもって参加 Ａ Ａ （生徒）93.7％ ・改善を凝らしていく必要があると思います。 慮しながら、実施可能な方法で生徒を主体とした学校行事を

対して、主体的に活動できるよう している生徒が８０％以上。 ・意欲的でよい。 実施していきます。合唱コンクールやＪＯでは、学級の目標に
工夫している。 ・合唱コンクールで３年生の歌を聴き、レベルの高さに驚愕しました。全員の 向かって積極的に取り組む生徒の姿が多くみられました。今

積極的で真摯な態度での取り組みが素敵でした。 後も生徒が積極的に参加できるような活動になるよう、工夫し
・合唱コンクールでも全員が真剣に取り組む姿が見られ、主体性や活動意欲 ていきます。
の向上に成果が出ておりすばらしいです。
・生徒が主役の学校になっていると感じます。
・コロナ禍でも、学校が工夫をしながら、行事を開催できたことがよかったと思
います。
・一つのことをみんなで協力しやり遂げるよさを体験させる。
・向上心をもって積極的に参加する姿勢は自己有用感につながり、よいこと
です。90％以上の数値はすばらしい。

[集団への寄与] ○清掃や係、当番活動に友達と協力し Ａ Ａ 清掃 ・「今月の清掃重点箇所」等を定めて、誰が見ても清掃が行き届いている状 ○清掃や係、当番活動については真面目に友達と協力して
学校は、生徒が協力して清掃や て進んで取り組んでいる生徒が８０％以 （生徒）90.4％ 況を確認することが大切だと思います。 取り組む生徒の姿が多く見られています。コロナ禍で二中の
係、当番活動に取り組むよう努め 上。 Ａ Ａ 係当番 ・新型コロナが5類扱いになり行動制限等が見直しされ、ある程度元の状態 伝統ある多くのボランティア活動が中止となっている現状が
ている。 （生徒）87.9％ に戻れば、ボランティア活動も可能になると思います。 あります。次年度は感染状況を見ながら、学校行事や総合

・生徒が協力して進んで清掃や係、当番活動ができていてよかったと思いま 的な学習として、人のために役に立つ喜び、地域に奉仕、貢
す。 献する心の育成という視点で、できる限り、ボランティア活動
・協力、協調の大切さ、何事にも一生懸命取り組む大切さを教える。 を実施していきたいと思います。
・友達と協力して取り組む姿勢もすばらしい。



羅 針 盤 自 己 評 価 学校関係者評価
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評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 ① ② 生徒・保護者 意 見 等
[基本的生活習慣] ○毎日必ず朝食をとっている生徒が８０ ・家庭の責任と思いますが学校での指導もご苦労様です。 ○日常の指導や保健だよりや掲示物等の活用を通し、朝食

Ⅴ 健康・体力 学校は、生徒が毎日朝食や適切 ％以上。 Ａ Ａ （生徒）91.32％ ・早寝早起き朝ご飯という基本的な生活習慣は生徒の活力の源です。 の大切さを引き続き啓発していきます。感染症の予防のため
な睡眠をとって登校できるよう具 ・保護者への呼びかけを粘り強く行う必要があると思います。 にも規則正しい生活で免疫力を高めることの重要性を理解
体的な働きかけを行っている。 ・90％以上の生徒が必ず朝食をとっていて安心しました。また、すばらしいと し、新しい生活様式のもとに実生活で取り組めるよう指導をし

思います。 ていきます。
○週平均1日６時間以上の睡眠をとっ ・「健康を自己管理する」ことを自覚させることが大切です。 ○体調不良で来室する生徒の中には、睡眠不足が原因と考
ている生徒が８０％以上。 Ａ Ａ （生徒）81.7％ ・子どもの適正な睡眠時間について６時間以上ではなく７時間以上ではない えられる生徒もおり、睡眠の大切さについて、その都度個別

か。 指導を行っています。質の良い睡眠がとれるよう就寝前のス
・家庭の責任と思いますが学校での指導もご苦労様です。 マートフォンの使用の影響等を引き続き、保健だよりや保健
・食と睡眠は生活する上で重要。活発に学校生活を送れるのではないでしょ 委員会の活動を通して啓発していきます。
うか。

[体力の向上] ○日常的に進んで自分の体力を向上 ・学校以外の場所、例えば家庭でもできる運動等を継続させることが大切だ ○朝ランに自主的に継続して参加する生徒が多く見られ、体
学校は、進んで体力の向上を図 させようとしている生徒が８０％以上。 Ａ Ａ （生徒）84.1％ と思います。 力向上に意識をもって活動している生徒が増えてきていま
ろうとする生徒の育成に努めて ・昼休みの学年練習に多くの生徒が参加して体力アップに取り組めたとのこ す。さらに、「自信をもって取り組んだ。」と答えられるような体
いる。 とはすばらしいです。 力づくりへの取り組みに、引き続き繰り返し指導を行っていき

・健全な体力は社会に出てからの基本であることを伝える。 ます。
・運動不足がささやかれる現代によい取組だと思います。

[学校の安全対策] ○交通ルールを守り、ヘルメットをかぶ ・見守りや指導を継続して行うことが大切だと思います。 ○ヘルメットについては、登下校時は全生徒が着用していま
Ⅵ 安全確保 学校は、交通事故防止、火 って登下校している生徒が１００％｡ Ｂ Ｂ (生徒）99.0％ ・交通事故防止対策は大切であると思います。ヘルメット着用の重要性の意 す。課題である一時停止・安全確認、とび出し防止を徹底さ

災・地震・不審者対策など、 識が高まるとよいです。 せるために、引き続き、企業と連携した自転車安全教室を実
・かぶっていない１％について詳しい説明がほしい。 施するなど、繰り返し指導を行っていくとともに、特別授業で
・私が見かける範囲では100％の生徒がヘルメットをかぶっています。 の指導の場を設定していきます。
・ヘルメット着用が徹底されていると思います。
・全生徒がヘルメットの着用ができていて、大きな事故がなかったとのことで

安全教育の徹底を図っている。 安心しました。今後もお願いしたい。
・いざという時の心構え、命を守る行動

○災害や、火災発生時の避難の仕方 ・防災意識を日頃からもたせることも大切です。 ○今年度は、不審者対応訓練や耐震火災避難訓練の際
に関する態度を身に付けている生徒が Ａ Ａ （生徒）88.9％ ・可能なら、抜き打ちの避難訓練を実施することも検討されたい。 に、避難経路等を事前に知らせず、避難誘導者の判断で避
８０％以上。 ・いつ起きてもおかしくない災害や事故に備え、日頃の訓練は必ず、役に立 難するなど工夫した取組を行った。今後も、判断力や危険回

つと思う。 避の能力を高められるよう、工夫しながら指導を行っていきま
・災害時の避難の仕方に関する態度を身に付けている生徒が多いことはす す。
ばらしいです。
訓練だけでなく、学級活動等で防災・交通等危険について考える
時間を確保し、時にはワークショップ形式で話し合ってもよいのでは。地域の
防災士の活用などもできる。
・避難するだけでなく、クイズ形式で知識も身に付いたのだと思います。

[地域の安全対策] ○自分の通学路の事故等が起こりそう ・丁寧に指導してください。・常に危険箇所の確認は必要。 ○今後も生徒作成の安全マップを生徒玄関に掲示し、危険
学校は、家庭や地域と連携 な危険箇所を知っている生徒が８０％ Ａ B （生徒）76.4％ ・生徒玄関に掲示してある危険箇所マップがわかりやすく素晴らしい。 箇所の確認と周知を行っていくとともに、通学路の危険箇所
して、交通安全指導や通学 以上。 ・随時通学路の見直しを行うことが大切だと思います。 の確認を全職員で行い、通学路の見直し、点検を行ってい
路の点検・パトロールを適切に行 ・家庭や地域と連携し、危険箇所には時折立哨指導を行うなど、現地での具 きます。また、多様な危機管理についての指導を徹底してい
っている。 体的な指導を実施してはいかがか。 きます。

・通学路も決して安全な場所ばかりではない。できる限りの対策を講じつつ、
生徒自身にも気を付けてもらいたい。
・安全マップも有効かと思いますが、各自が、状況に応じた危険予知ができ
る力を身に付けることが事故防止に大切かと思います。
・毎日の通学で意識が慢性化していないか。繰り返し注意喚起をしていくこと
が重要ではないか。
・過去に実際、事故等が起こった場所や事例を生徒に伝えることは必要でな
いかと考えます。（個人情報には十分配慮しつつ）
・通学路の危険箇所は確認と周知、改善をして安全な通学をお願いしたい。
・ボランティアの協力を得て取り組む。

○学校の登下校の安全指導が適切で ・しっかり交通ルールを守り安全意識を高めてもらいたい。 ○交通ルールの周知徹底を随時行っていき、生徒の安全意
あると感じている保護者が８０％以上。 Ａ A (保護者)97.6％ ・保護者は学校での指導を信頼している反面、頼り切りになっているのでは 識を高められるようにしていきます。安全指導は、教師と保護

ないか。 者の連携が大切であり、今後も安全指導を行うとともに、保
・保護者の理解と連携を継続することが大切だと思います。 護者や地域の理解と協力を得られるようにしていきます。
・見守り隊の協力を募る。

[夢や希望] ○自分の将来への夢や希望をもってい ・夢や希望をもてていないことがとても残念。夢を持てる指導を ○コロナ禍のため、職場見学や職場体験など自分の将来に
Ⅶ 進路・生き方 学校は、生徒の主体的な進路決 る生徒が８０％以上。 Ｂ Ｂ （生徒）７4.0％ ・次年度はコロナ禍前に戻り指導できるのではないか。 ついて考えるための体験的な行事ができなかったが、ICTの

定に向け、夢や希望をはぐくむ ・理想は中学生から将来のビジョンについて考えられることが望ましいです 活用による職業調べやオンラインによる出前授業（職業イン
キャリア教育の充実を図ってい が、勉強や運動に一生懸命に励み、友達との交流の中で徐々に自分の適 タビュー、講話）を実施できました。今後もICTを活用するな

性や目標を考えていけばよいと思います。 ど指導を工夫しながら、地域と連携し、生徒が将来への夢や
・この項目は是非目標値以上に上がるよう、より充実したキャリア教育をお願 希望を育めるようなキャリア教育に取り組んでいきます。
いしたい。
・将来の夢＝なりたい職業ではない。

る。 ・夢や目標に向かって地道に取り組む。
・オンライン等を効果的に利用することが大切だと思います。
・ゲストティーチャーを招いた講話、職場体験、学級活動・道徳・朝会で取り
上げる。

○親子で進路について話し合う機会を ・家族とのコミュニケーション、何気ない会話の大切さ。 ○今後も進路だより等を通して、親子で進路について話し合
定期的に設けている家庭が８０％以 Ａ Ａ （生徒）85.7％ ・家庭で生徒の夢や目標について話せる機会がもてるとよい。 うきっかけの場を設けていきます。また、家庭で話し合った内
上。 ・家庭の数だけ進路についての考え方があると思います。それを生徒に気づ 容を学級や学年で共有することによって、生徒がさまざまな

かせることが大切だと思います。 考えに触れることができるようにしていきます。
・進路だよりの内容の工夫（親子で話し合った内容をメール等で返信してもら
い、双方向のやり取りにする）



羅 針 盤 自 己 評 価 学校関係者評価
今後に向けての学校の考え

評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 ① ② 生徒・保護者 意 見 等
Ⅷ 組織運営 [教職員マネジメント] ○自己申告書で各自が設定した今年 Ａ Ａ (教職員) ・二中の教職員の皆様のご努力の様子がうかがえます。本当にご苦労様で ○学校教育目標や学校教育の指針のもと学校課題解決の

教職員は、設定した自己申告書 度の目標の達成に向けて、具体的に努 100％ す。教職員のみなさんの努力に頭が下がります。 ための自己申告書の作成をします。
の目標の達成に向け、主体的に 力している教職員が８０％。 日々努力をされていることが分かります。 ○管理職は授業参観の際に、自己申告書に基づき、目標や
日常の教育活動に取り組んでい ・すばらしい。校長の方針のもと、教職員がよく仕事をしていることがわかりま 手立ての具現化といった視点と、校内研修の主題、副題に
る。 す。 も関連させて参観し、具体的な指導助言を行います。

・当初の目標に向けて努力を重ねると、当初の目標以外の成果を得られるこ ○最終面談の際には、自己申告書の内容と普段の取組の
ともあります。職員間で情報を交換・共有することで、新たな課題やその解決 様子、学校評価の結果による検証、週案簿の記録などを総
策が見つかることもあります。継続することが大切だと思います。 合的に判断して評価します。

服務規律委員会を中心に、教職 ○日常的に服務規律を遵守していると ・教職員の評価が100％というのは学校が一体となって取り組んでいる成果 ○職員研修等の機会を活用し、定期的に服務規律の確保
員の服務規律の確保に向けた取 自覚する教職員が８０％。 Ａ Ａ (教職員) だと思います。 に係る意識付けの機会を設定するとともに、毎月実施する規
組が全職員で徹底して行われて 90.0％ ・いろいろなツールを取り入れての工夫した授業を行っていると思います。 律確保チェックリストを活用し、職員の意識の向上を図りま
いる。 ・グループごとに輪番で研修講師を務め、情報を共有することが大切だと思 す。
[研修] ○校内研修によって、自らの授業力の います。 ○今年もICT利活用プロジェクトの研究指定校として研修部
校内研修は、教師一人一人の授 向上や授業改善が図られたと実感する Ａ Ａ (教職員) ・先生方の生徒に対する熱意ある指導に期待。 を中心に意図的、計画的に校内研修が進められました。全
業力向上と、授業改善に結び付 教職員が８０％以上。 94.7％ ・部活動の地域移管への取組が必要 教職員が意欲的、前向きに研修に取り組み、効果的なICT
いている。 活用のスキルを身に付け、生徒の学力向上に資する指導力

の向上と必要感のある資質向上が図れたと考えます。
[文書管理] ○自分の分掌や担当に関する各種文 A A (教職員) ・ここは、１００％にする必要があると思います。
学校は、各種文書・データ等が 書やデータ等を適切に管理している教 100％ ・個人情報の管理は徹底が必要（USBを使用の場合は、学校で管理している ○USBメモリ等の個人情報の管理については、職員会議や
分掌や担当ごとに適切に管理で 職員が８０％以上。 ものに限るべき） Ｃ４ｔｈの掲示板等で適宜取り上げ、具体的事例を紹介する
きているとともに、生徒の個人情 ・この項目のほとんどの目標設定が80％となっているが、生徒に対して80％ などして個人情報の管理と個人情報セキュリティに対する教
報の保護の管理が ○ＵＳＢメモリ等の個人情報の漏洩がな A A (教職員) を求めているならば、教職員は100％とすべきではないか。 職員の危機管理意識を徹底します。
徹底されている。 いよう、確実に管理していると自覚する 95.0％ ・この項目は「自覚する」という抽象的な項目なのでに95％の結果でA評価は

教職員が１００％。 あり得ないのではないか。100％でA評価とすべきでないか。
・情報管理は100％確実でなければなりません。

[学校の施設設備] ○施設・設備の安全管理が徹底されて ・安全管理等に常にこれでよいと満足せず、不足部分を見つけて引き続き、 ○毎月の安全点検を徹底するとともに、学校事故の未
学校は施設・設備の安全管 いると思う教職員が８０％以上｡ Ａ Ａ (教職員) 取り組んでいただきたいです。 然防止のために日常的に危険箇所の早期発見や修繕に
理を徹底できている。 100％ ・毎日の清掃、毎月の安全点検を積み重ねた素晴らしい成果だと思います。 努めます。

・安全管理が徹底されているのがすばらしい。


